






＜まち歩き（谷中・上野界隈）＞ 

追加資料と説明 

 

スタート時点の日暮里駅前で、最初に王子から上野まで京浜東北線に沿って続く切り立った崖を

説明しました。 

当初はこれほど切り立った崖ではなく、急坂程度だったのですが、鉄道（山手線）を施設するにあ

たって斜面を削って崖にして線路スペースを確保しました。日暮里駅の上野寄りに線路をまたぐ

「芋坂こ線橋」がかかっています。鉄道が敷かれる前には「芋坂」という急坂があり、そこにあった団

子屋が現在の「芋坂 羽二重団子」です。 

崖を見ながらの説明に使用した東京の高低差（崖、坂、河川、窪地）がレリーフ調に表現された図

を、何人かから求められましたので添付します。 

国土地理院の公開データを加工したもので、南北は黒目川（6年前に美濃さん案内）から多摩川

河口まで、西は善福寺公園の範囲をパソコンの能力上 6分割して、それをつなぎ合わせたもので

す。 

黒目川、石神井川、神田川等の河川の窪みが分かります。上野から新宿までの山手線は線路のよ

うに見えますが、線路わきの壁（高さ 5m くらい）が黒く表示されているものです。また青山から六本

木、麻布、品川にかけての台地の出入りが良く分かるかと思います。 

 

崖については、永井荷風が 

「日和下駄 一名東京散策記」  第九 崖  

の中で次のよう「日暮里の坂は最も偉大」と書いています。 

---------------------------------------- 

昔から市内の崖には別にこれという名前のついた処は一つもなかったようである。『紫の一本』その

他の書にも、窪、谷なぞいう分類はあるが崖という一章は設けられていない。しかし高低の甚しい東

京の地勢から考えて、崖は昔も今も変りなく市中の諸処に聳《そび》えていたに相違ない。 

 上野から道灌山《どうかんやま》飛鳥山《あすかやま》へかけての高地の側面は崖の中《うち》で最

も偉大なものであろう。神田川を限るお茶の水の絶壁は元より小赤壁《しょうせきへき》の名がある位

で、崖の最も絵画的なる実例とすべきものである。 

 

 



 


